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麻薬等の取扱いについて

長崎県 薬務行政室

長崎県薬務行政室

資料５
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麻薬の免許関係

（手続き）

長崎県薬務行政室
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免許の種類

種 類 定 義

麻
薬
営
業
者

麻薬卸売業者
麻薬小売業者、麻薬診療施設の開設者又は麻薬研究
施設の設置者に麻薬を譲り渡すことを業とする者

麻薬小売業者

麻薬施用者の麻薬を記載した処方せんにより調剤さ
れた麻薬を譲り渡すことを業とする者

※薬局開設の許可を受けている者

麻薬施用者
疾病の治療の目的で、業務上麻薬を施用し、若しく
は施用のため交付し、又は麻薬を記載した処方せん
を交付する者

麻薬管理者
麻薬診療施設で施用され、又は施用のため交付され
る麻薬を業務上管理する者

麻薬研究者
学術研究のため、麻薬原料植物を栽培し、麻薬を製
造し、又は麻薬、あへん若しくはけしがらを使用す
る者

病院
診療所

薬 局

事
業
者

個
人

（医師、歯科医師、獣医師）

（医師、歯科医師、獣医師、薬剤師）

長崎県薬務行政室



麻薬免許番号

第 号

有効期間の始期 個別の番号

２０２２年（令和４年） 免許は「２２」

長崎県における免許番号

２０２３年（令和５年） 免許は「２３」
有効期間
免許の日からその日の属す
る年の翌々年の12月31日
まで（最長で３年間）

4

２０２４年（令和６年） 免許は「２４」
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Q&A １

Q 現在、県内の病院で麻薬施用者免許を取得しています
が、今度、県内にある実家の診療所で働くことになりました。
麻薬施用者免許はどのようにすればよいですか。

A 麻薬施用者免許証記載事項変更届を提出し、主たる麻薬
業務所の変更を行ってください。ただし、実家の診療所にお
いて麻薬管理者を設置していない場合であって、麻薬施用者
が２名以上となる場合については、事前に麻薬管理者の免
許申請を行ってください。
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麻薬管理者の注意事項

A医師 施用者免許

B医師 施用者免許

麻薬管理者免許

事前申請

※異動してしまった後に、施用者が２人になったと
連絡をうけることがあります。管理者不在の違反と
なりますので、十分ご注意ください。

４月１日

長崎県薬務行政室
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麻薬管理者とは・・・

２人以上の麻薬施用者が診療に従事する麻薬診療施設の開設者は、
麻薬管理者１人を置かなければならない。但し、その開設者が麻
薬管理者である場合は、この限りではない。

麻薬及び向精神薬取締法第３３条第１項

今度、麻薬施用者が２人になります。麻薬は保管し
ておらず、麻薬処方せんの交付のみ行っていますが、
麻薬管理者を置く必要がありますか。

→ 麻薬管理者を置く必要があります。

都道府県知事の免許を受けて、麻薬診療施設で施用され、又は施用のため
交付される麻薬を業務上管理する者をいう。

長崎県薬務行政室
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Q&A ２

Q 麻薬施用者免許証記載事項変更届を提出する場合、免
許証を添えて提出しますが、手元に免許証がない期間は麻
薬を施用することはできないのでしょうか。

A 麻薬施用者免許証記載事項変更届によって、手元に免許
証がない期間であっても麻薬は施用することができます。な
お、記載事項変更後も免許番号は変わりません。
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麻薬施用者の注意事項

４月１日

A病院 B病院

長崎県内のA病院からB病院へ異動した場合

・同一県内での異動であれば、新たに免許を取得する必要が
ありません。

・異動後、１５日以内に記載事項変更届が必要です。

長崎県知事免許

※免許証の記載事項変更手続中でも施用することができます。
長崎県薬務行政室
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Q&A ３

Q 他の病院で、非常勤として麻薬を施用することになりまし
た。どのような手続きが必要でしょうか。

A 麻薬施用者免許証記載事項変更届を提出し、従たる麻薬
診療施設の変更として届出を行ってください。ただし、「従た
る麻薬診療施設」となる場合、その病院は麻薬管理者の設
置が必要となりますので、麻薬管理者が設置されているか事
前にご確認をお願いします。
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長崎県庁病院

長崎市尾上町３－１

長崎市江戸町2-13

長崎 太郎

170001

主たる業務所

従たる業務所

長崎県薬務行政室

大 石 賢 吾
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従たる施設の注意事項

同一県内

施用者

A病院 B病院

主たる業務所 従たる業務所

可能

管理者 従たる施設には、
麻薬管理者を置
く必要がありま
す。

長崎県薬務行政室
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長崎県薬務行政室

Q&A ４

Q 麻薬管理者を交代させることにしました。どのような手続
きが必要でしょうか。

A 事前に、新たに従事する方の麻薬管理者免許申請書をご
提出してください。また、交代後に、前麻薬管理者の業務廃
止届と麻薬管理引継書を提出してください。

※麻薬管理者を交代する際は、麻薬の在庫を帳簿で確認するとともに、
麻薬の取扱について、十分な説明を受けてください。
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麻薬管理者の交代

A薬剤師（麻薬管理者）

B薬剤師（麻薬管理者）

４月１日

事前申請

A薬剤師

A薬剤師、B薬剤師

業務廃止届

麻薬管理引継書

→

→

※麻薬管理者が異動してしまった後
に、報告を受けることがあります。
管理者不在の違反となりますので、
十分ご注意ください。

※すべて１５日以内に提出してください

長崎県薬務行政室
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長崎県薬務行政室

Q&A ５

Q このたび、医院を法人化することになりました。どのような
手続きが必要でしょうか。

○麻薬管理者を設置している場合
事前に、麻薬管理者免許申請書を提出してください。この場合、旧麻薬
管理者は、法人化後に業務廃止届を提出してください。

○施設名称が変更する場合
麻薬施用者は、記載事項変更届を提出してください。

○共通事項
旧開設者は、残余麻薬届を提出してください。残余麻薬があり、残余麻
薬を新開設者へ譲渡する場合は、残余麻薬譲渡届を提出してください。
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開設者変更時の注意事項

A法人 麻薬管理者

B法人 麻薬管理者

４月１日

事前申請

A法人の麻薬管理者

A法人

施用者

業務廃止届

残余麻薬届

→

→

→

※すべて１５日以内に提出してください

残余麻薬譲渡届

記載事項変更届

※開設者が変更になる場合は、医事
担当だけでなく、麻薬担当にも事前
にご相談ください。

※病院等が移転する場合も同様の手
続きが必要となります。

長崎県薬務行政室
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長崎県薬務行政室

Q&A ６

Q 診療所を閉鎖しようと考えています。どのような手続きが
必要でしょうか。

A 業務廃止後１５日以内に、麻薬施用者、麻薬管理者の業
務廃止届を提出してください。

また、診療所の開設者は、業務廃止後１５日以内に、『残余
麻薬届』を提出してください。
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麻薬業務所でなくなった場合

①当該診療施設を閉鎖するとき
②当該診療施設は存続するが、同施設における麻薬の取扱いをやめるとき
③一人麻薬施用者の麻薬診療施設で、当該麻薬施用者が転勤するとき

廃止する開設者残余麻薬届

長崎県薬務行政室

※管理者個人では
ありません。
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残余麻薬の取扱い

残余麻薬

業務廃止後５０日以内

麻薬廃棄

麻薬営業者へ譲渡

※あらかじめ「麻薬廃棄届」を県知事へ提出し
てください。

※譲り渡した日から１５日以内に「残余麻薬譲
渡届」を県知事へ提出してください。

長崎県薬務行政室
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麻薬業務所でなくなった場合の注意点

３月３１日

業務廃止 廃止後１５日

業務廃止届

廃止後５０日

麻薬廃棄届

残余麻薬譲渡届

もしくは

残余麻薬届

（譲渡してから１５日以内に提出）

不法所持

業務廃止後、麻薬を所持していた場合

長崎県薬務行政室
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手引き

P５９

長崎県薬務行政室
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手引き P６０

長崎県薬務行政室
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麻薬免許手続きに関するお願い

• 麻薬施用者（医師）が異動や退職した際、手続きが行われて
いないケースが見受けられますので、麻薬関係の手続きを行
う場合は、医師個人や異動先の医療機関との十分な連絡調
整をお願いします。

• 医師が異動してきた場合は、必ず麻薬施用者免許を有して
いるか確認をお願いします。

• 麻薬施用者に変更があった場合は、オーダリングシステム等
の修正も必ず行ってください。

＜病院の免許事務ご担当者様へのお願い＞
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ご清聴ありがとうございました。

長崎県薬務行政室


